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世界鰯覇の夢と離費支挟貌と
「器本塁3よびアジア地域に騒捗るグローf育J:V.アートとヂィ
アスポラ@ア』トjよ暫叫

種重要繋襲 (いなが し日み/間際日卒;;tW際セシター，総合事蹟百時犠封枠)
多

今日ただいまのアート・シーンで返り相

場の合い言葉といえば，一方lこglob8lization

他方には:diasporaとくるのが定番だろう〈

だがこれらの鍵言葉は，現実にはいかなる

状況を指し，仰を目指しているのだろうか会

ニューヨーク大学と森美術館が初呂の主催，

東京大学駒場H1S7ログラムが28自の主催

となる公潟シンポジウムが2015年6月26日・

27臼の両日にもたれた。討論者として参加

した範屈での発言を中心lこ，俄忘録を残し

ておきたい P

1中国美術の「現在j

現代中閲から始めよう。 WangChunchen 

による，中間現代美術概観からは，間有名

詞は一切J省かれていたが，思い出すことが
ある*2。策永隊カItE.Hゴンブリックの『現

代総爾術史JとF中国絵蘭史』とを洗iili機で
2分鋭持してできたパルプを展示したのは，

1987年のことだった[園1]，それからすでに

お年が経終した。 HuangYongPingが示し

たのは，この段階で，西洋の主流な絵凶史と，究

中国のそれとには交点がなく， tt絞対照す，
るにはtablarasaの白紙化しか手段がない，

という認識だっただろう。美術史記述に|唱

しては，この3C年で状況が大きく変わった
とは言えまいウ j国nesElkinsが編んだIsArt
H凶 0'百Globαlフ(Routledge.2006)でも，特

徴的なことは，ここで中恩美術史を論じて

いたのが，いずれも西欧出身の著名な専門
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家であり，大陸や台湾に在住する中層人学

者ではなかったことだ。と同時に，こうし

た空白の皇室には， 1930年代までの燈史への

;忘却がある。 1936年の英国における大中国

美術肢に際しては，記(宮博物院より国宝級

の宝物がおおくロンドンまで遼綴されて展

示された。この機に林議堂をはじめとする

英語に堪能な中議民間の論察が，英米の知

識人や一般市民に対して，中国文人の生活

感情や哲学，その現実と価徳観を巧みに訴

えかけた。おりからの日本の大陸侵攻ゆえ

に英米の世論は中間に対)"て悶情を示1."，

それが欧米での中国美術理解の進展に寄与

したことは疑えない。気査員生到Jといった六

朝邦lの美学隊念が，酋洋美学の「感情移入j
に対抗できるのみならず，西欧表現主義の

[生命J意識をも凌駕するものとして噴伝

され，東洋美学が形成されたのも，この時

揚の出来事だった。だがそれは，中関人以

上に日本の学者たちが音頭を取った主義で

あり，大東亜共栄殴の夢想とも然縁ではな

かった。社会主義を襟筏する人民中臨!の成

立とともに，戦前の上海モダニズムから台

湾の超現実主義受容や，戦後台湾での水盤

爾前衛の展開にいたる経緯は，視野から脱

認した。

だが改めて中国独自の内夜的な発撲とし

ての近現代美術史を描くことができるのか，

となれば，そこにはある錯誤が苧まれてい

るだろう名日本や，その隠傾となっていた

「世界制覇の夢と離散状況と「日本およびアジア地域におけるグローバル・アートとディアスポラ・アート」より(前)」 
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台湾や朝鮮・韓半島でも同様に，この持耳目

の近代性とは，西洋化と同じ意味に理解さ

れていた。逆にみればこの持期，非酒飲社

会は全地球的規模でそo独自性を見失い，
商洋近代性に追従することをもって，自ら

の近代化の定義と混同していた。東アジア

がそうした較から脱却したのは，おおむね

筒側がポストモダンを喧伝し始め，冷車対島

造が崩壊した1980年代末とみなしてよいだ

ろう。その時青絶のうえに繁栄する現代美術

市場は，過去を閑却しているb

2日本の過去としての『前衛j

日本に視点を移そう。片岡真美も悶駁し

たように，ポンビドー・センターで『前衛

の日本』が開催されたのは1986年叫。日本

のバブル経済の段盛期であり，貿易摩僚を緩

和すべく，文化外交に医大な予算が投資さ

れた結果の仇松である。現代中閣が国際

アートiIi場を席巻している状況も，同様な

緩済バブルの国j産物として捉えたほうが安

全かもしれまい。この展覧会に，フランス

語によってではあるが， 占若手辛練な批評を

下したのは，おそらく筆者だろうと自負り

しているが，そこで取り上げたのは.W出19

Clmnchenが現代の問題として誘ったのと

きわめて類似したジレンマだった*4。つま

り，日本の百111請をフランスの公衆に向かつ

て展示してみたものの "7イガロ』の批評
にも出たように，フランス艇はそこに西欧の

模倣しか見なかった。だがこれは当然で

あった。なぜなら西欧の基準で選ばれた自I

衡は，定義からしてi!'i欽の前俗の模倣でし

かない。綴倣の枠からはずれたものは，日

本閤有の文化的伝統と解釈され，前衛の枠

組みからは排除される。そのなかでなせ-

f具体jにばかり注目が集まったのが。ひ

とつには5C年代末にミッシェル・タピエが
来日して吉原治良と交友を結んでいたため，

具体がすでにフランスで市民権を得ていた

こと。だがそれとともに，具体がまた，戦

前期の膝団関治とは~rJの;意味でだが，欧州

でi話mするという限定っきで，典裂約に日
本的な奨学をも具現していたこと。ここで

関1 貴永軍事 《中国絵画史》と《現代絵画筒史》と
を洗濯機で2分撹持してできたパルプ.1987-1993 

校jませねばならないのは，外向きに適用す

るエスニックな美学がいかなる特性を帯び

ているか，だろう。禅にせよ，空にせよ，

無常にせよ，それらは商洋世界が自らに欠

如しているがゆえ{C，外なる他者に求めた

代替物であり，そうした略好之江志向そのも

のが，西側社会のエクソテイズムの表務で

あることに気付かないわけにはゆくまい。

期待される他者像を演じることで.i!'i覗lの

異人たる市民権も獲得できる。 19世紀初め

からのオリエンタリズムが中索以降ジャポ

ニスムに変貌を遂げ.1900年代にはアフリ

カやオセアニアのプワミティヴイズムに，

さらに少し遂れて30年代には中国熱。一連

の推移は，西欧世界の知的な全球制覇と表

裏一体の展践として把握されるべき事象だ

ろう。ラテン・アメリカにおけるその臨界

点は，アレホ・カルベンティエー)vの『失

われた足跡』やクロード・レヴイ 1 スト

ロースの『悲しき熱帯』に結実する。

宣告足だが，録者は2005年「段界的なセザ

ンヌ現象jを扱う学会のためベテルスブル

クに招かれた。そこで.j依頼に応じるかた
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ちで，日本および極東におけるセザンヌ受

容が，気綴生野Jの復権にまで波及した様子

を概観した。この論文はA丙Bulletinlこ投

稿したものの，見事に告さ絶された。およそ

西洋モダニズムの騎手である画家がアジア

で如何に受容されようが，そんなことは欧

米の美術史学会にとっては，どうでもよい。

そんな問題は栂京地域のareas I:ttdies Iこ任

せておけという排他的な態度が，安読者た

ちの論評かちは紛々と匂ってきたo だが

Association for Asi百三Studiesならば，そ

こでの学術主主義はあくまでアジアの池域研

究である。アジアにいかに西欧の重芸術が伝

播したか，、といった話題はここからも排除

される。現代美術におけるGlobalArtを論

ずるのは結構だが，一皮剥けば，依然とし

てこうした現実，縄張り意識と番犬根性が

役界を分断している実態は，弁えておいた

ほうがよいc

3.東南海からの視線

Pattik Floreslま2015年ヴヱネチ7・ビエ

ンナーレのフィリピン館の監修を務めたが，

その視点は，上記のような東西の共約不能

な対抗を見事に絶対化する*5。南北の紬を

導入してみれば，中国や日本が欧米と競いあ

うのも，所詮北側の住人たちのいがみあい

に過ぎまい。さらにかつてのスベイン語闘

という視点からt!l:界史を見るならば，アメ
ワカ合衆国の成立やイギリスのt!J:界常国の

務権確立に先立つ，いわゆる大航海時代に

まで民る必要が見える。東南アジアの海か

ら太平洋の航海悶，通商|習を見れば，製:界

の姿は大きく!f!，なってくる。東欧と東南ア

ジアとを交叉させ，覇権による争奪戦の帯

刈り場とみなされた地域から，世界を捉え

なおす。第一次世界大戦前後のバルカンと"

冷戦期のウ.ヱトナムおよびその戦略的後背

地としての東南アジア。権力の中枢ではな

く隠縁であればこそ，抗争に翻弄され，分

裂状態に置かれた官Hの視点からの世界史の

塗り替えは，評者もまた微力ながら f海洋

史観」ならぬ「海賊史綴j として，台湾や

斡悶の識者!こ向けても提唱しているところ
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だ不 6.

一例を挙げるなら，比較文学の領域では，

FrancコMorettiが世界文学における小説

novel概念の展開を，マルクス主義の立場

から再考している。西欧産の小説という

narrative形式が世界大に波及拡散したの

ではない。むしろその受容に捺して地域的

な蜂起が発生して，それが一世紀の後，つ

いには，帝国の首都の覇権を揺るがせにす

る。その発端としては，フィリビンならば

Jose RiZeIι日本の二葉苧凶迷，アメリカの
William Faulknerを並列する想像力が期待

される。この読点はKojinKaratani (柄在行

川の英文ヱッセイ f近代日本文学の起源』

に序文を笥せたFrederickJamesonを応照

した見解だ*7 ~同様の革命史観によって現

代の世界美術史をき量り替えることは，さほど

閤望者ではあるまい。その到逮J互に現在の脱

椴民地Post~Colonial状況，かつての帝鴎の

首都で，植民地出身者が知的エリートの地

位を獲得している，という状況が生まれて

いるからだ。英国のブッカ-~も外国出身

の作家による入設が定番となったが，日本

の芥川賞でも，非母言語作家たちの健闘が近

年，顕著となってきたo

ヴヱネチア・ビヱナーレに51年ぶりに復

帰する7ィリピン館は， 1952年にフィリピ

ンで先駆をなしたMan町 ICondeの映画『チ

ンギス汗』羽2lをひとつの輸とし，他方で

は2013年にジャカルタ議会で中華人民共和

国主席の習近平XiJinpingが f2lt立紀の海

のシルクロードjを唱えたことを，もうひ

とつの紬として展開する。映画の終末でモ

ンゴルの英雄は[世界に糸を張り巡らすJ

35を諮る。モンゴル帝闘が史上初めて，ユ
ーラシア大陸における高業のglobaJization

を達成したばかりでなく，泉州からインド

洋，アラビア海に至る海路の交易を権保し

たことも，また忘れるべきではない。マル

コ・ポーロの『東方見聞録』が事実に主主づ

くか'i'}かには論争がある。だがいずれにせ

よ，この旅行記が全球化の恩恵に預かつて

成立した事実は動くまい。その後のl沼代に

は鄭平日の大航海が知られる。これは中関担j



国2 Genghis Khan. 1950 

Filipino行mdirected by Manuel Conde 

からみれば朝貢貿易の一環をなしている。

だが色白人だった郊和自身にとっては，最

後の7度目の航海は，メッカ巡礼を巣たす

ことも，その大切な任務のひとつであった。

その後の明朝の海禁策ゆえに，鄭和の航海

記録は徹底的に破棄されており，その詳細

は摺めない。だが現代中悶の北京政府が，

海洋綴権への意欲を滋らせていることは，

誰にも否定はできまい。

東南海とチンギス汗と。その連鎖に詩的

に呼ぴ奇せられるのがJ田eTen田 RuizのI浅

瀬JSh四Iであり[図3]， M出myMon胞lib問。

のヴィデオ作品 ADαshedStateである。

f浅瀬jは実際には岩礁としてili礁させて
放置された軍緩の廃嘘，いわば幽霊船であ

る5把汀aMac1reにとントを得た展示。後者

はパラワンを視点にボルネオを臨む。両者

はフェワベ2世にちなむ島燦である7，{リ

ピンが，ウ.エネチアにも似て海に浮かぶ土

地の比I識であることを想起させる。日本人

としては，フェリベ2位と笠原秀吉の死去

がともに1598年だったことを想起したい。

両雄があと数年長生きしていれば，どう

なっていたか。太平洋i輩出を図るスペイン

海軍と朝鮮・中間征服の野望を抱いた倭国

の海軍とが，台湾で認を競った可能性はE否

定で吉ない。だがそうした海上覇権主義，

世界の一元的支配の隙間に広がる異次元に

こそ自を啓きたい。

フローレスの発表に触発されて連想を返

しくするならば，廃始・沈船の想像力とい

う領域が拓ける。 2001年の愛媛丸の事故を

思い出そう。ハワイのオアブ島沖で，宇和

島水産商校の練習船に米海軍の原子力潜水

鐙グリーンヒ)vが衝突し， 9名の死者を出
す事件があった。 VIP対応の観光業務での

急速浮上が愛媛丸の沈没を招いたが，本件

は政治問題に発展し，森喜朗首相は辞任を

余儀なくされた。 2014←5年には筑裂のj中

に位置する石炭採掘のための人工島「軍綴

島J[図心をユネスコの世界遺産に登録する

件が，中層・韓国政府からの反対を招いた。

犯罪の証拠として産業遺産への登録に望者色

を示す近隣諸陸に対して，日本側は強制労

働などの事綴とは無関係と主張して，議論

は平行線を辿った。その結果，負のi童顔ゆ

えにこそ登録するという可能性に関する議

論は，先送りとなった。太平洋戦争では，

真珠湾に沈み記念館の議停と化したアリゾ

ブから，問散した船体の廃主主が近年映像で

確認された武蔵(盟国)や大和田町)闘5]に

変るまで，多くの産主紛が戦争の記穏を抱い

たまま海底に眠っている。

ヤマトが今にささるまで日本人の想像力を

間欠泉のように沸きたたせる一方で，沖織

の米軍装地は冷戦期以降 r浮沈空母」と
(誤訳も介して)認識されてきた。井上ひ

さし原作のNHK子供向け人形劇「ひょっ
こりひょうたん島jは，あたかも「浮沈ZE

3 The BRP Sierra Mac付"e，vmich隠thePh昨明e
Naザ$0ぱpostin the Ayu時 inShoal (Soぽce:NY Times) 
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母jのパロディよろしく，海上を浮遊する

重量箪裂の島国という隠I臨のうちに，同時代

のj!j:格をぽ絡してみせた。タイタニック号

沈没から生選した総野正文の名誉回復など，

海難に限む記憶のトラウマは，さらにいく

らも域縞可能だろう。それが執効な強迫綾

念となるのは，とりわけ島国の住民にとっ'

ては，そこに自らの遂命を仮託する，残骸

としての廃壌を見るからだろう。水面下の

深海という不可視の領域に消え去った遺産

を追うのは，然駄脅に過ぎないのか。

4可視の世界と不可視の世界

こうした問題意識から注目したいのが，

あい担22-28

図4 軍Il!:島p 航空写真
惜tpj/ne~唱 walkerplus
com/artic!e/91田1/26125

400.胤

図5 戦鑑大和沈没状，兄
荏元撞型

韓関のShimChung Yaenが取り上げた作

家，JWJgY'回目l∞の断IdGo国eα国se*8
(叩14)。題名は[無駄な探索，くたびれ儲

け」という慣用句だが，日本を訪問した作

家は，そこで按俸を生業とする盲目の人物

に案内を頼み，彼が撮影した文字通りの

「宙目撮りJの写真やヴィデオを出発的lこ，

作品を模索する。ここには主主重な方法論的

前提があるだろう。視覚作品といえば，

visua1ityが前提とされる。ともすればartist

とは特緩的な「見者Jvisionaryであり，

世間の耳目をおく存在visibilityの対象と

なって脚光を浴びる。だが晃える位界の周

期，その前やその背後には，見えない世界，



気付かれない隠が，人知れず広がっている、

音声の場合でも同様だろう、我々はともす

れば可聴域のみを問題にするが，その外に

は高周波，低用波の不可隠域が広がってい

る。ヒトの鼓践には援勤を生じない高周波

も，イヌには関こえている。ジャワのガム

ランの高周波領域が，ヒトの耳では聞き忍

れないはずなのにr:草騒音域と協{識してヒ

トの脳にも直接の影響を与え， α波の発生

を助長していることは，実験的に確認され

ている:;:9"また低周波の部分が脱落しては，

ライヴの臨場感は大きく損なわれる。 CD
では可聴域しか拾われておらず，現実の音

体験との落羨に敏感な聴衆には，不満を漏

らす筋も少なくない。未だに真空管内践の

増糧援でSPレコードを架けないとダメだ，

と震う量密である。復党の世界に良るなら，

赤外線は熱線の温度として感じられ，紫外

線も，それに感応する鉱石に日出射すると，

発光現象によりその存在が知られる。赤外

線を拾うグーグ)~は元来，時閣での猿寄生の

ために開発された軍事技術だったが，昨今

ではサ77リーで動物たちの夜間行動を緩

[詮]

察守るのに役立てられている。lWJ物の身体

が発する書名古患を可視映像に転換する装澄で

ある ν

見えない筈のi世界を見えるようにするc
潤こえない音を関こえるようにするο そう

した感官の越境の試みに，重芸術といわれる

営みの大きな可能性も秘められていたはず

だe だがそれは，より広く深い世界を踏破

し，探検して，我有化しようとする占領欲

にばかり収数するものでは，必ずしもない

だろう。常識では見溶とされがちで，間か

れずにおわる，不可視の沈黙した世界へと

Ellleせし，耳を傾ける配慮。それはさらに，
嘆党や味覚，広い意味でのj訟党の洗練に結

びっく *100 世界にそっと触れることーそれ

は翻って人間の感宮の限界を弁える訓綴で

もあるはずだ。越境とは，この感官の閥，

限界を跨ぐ経験なのだから。人類は地球を

総額したなどと俊心しているが，生態系と

は，実際には地殻と大気閣のごく一部の表

隠，ヒトもまた地表の極務な表皮の臨界に

寄生しただけの脆弱な存在!こ過ぎない。

(i:先号につづく)
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